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はじめに
集団心理療法 (GroupPsychothe rapy )は，心寝療法
のひとつの発展の)jitリを示すものである。それは例人療
法の限界を打開するための新しい場を提供する。集団効
果が期待されるクライエントにとってのみならず.集団
心理崎療法の研究およひその実践ii.年々増加するケース
放と治療施設の不備・望書只不足の問題を少しでも解決す
るためにも必要なことである.
しかしながら. 1対 1の個人療法に比し.集団療法は.
いかなるクライエントをグルーピンクするか co・the-
rapistシステムをと った場合のチームワークの問題，
続のグループに関する間胞なと¥危機をはらむ諜飽が多
いことも事実である.これらの解決の方向を探りながら.
災践による治療理畠の検討をかきねることは.心理療法
一般のあり方を研究する上でもif1要であろう。心理治療
家は，治療技法の開拓とともに，緩数の人閉め相E作用
が生む新しい人tlJ関係にも日をrHけていかなければなら
な、、。
(1)，.. D_____ ，... O~ さて. Axline.V.M~ は Rogers.C. が提日目した来談
者中心療法の立場にたち.イ-どものための送戯療法を発
!燥させ，さらに同し原JlJ!.にもとづいて集団遊戯療法をも
災践して効果をあけている。Axlineと同じ立場にたつ
Hobbs， N.<O ti.集団心理療法のm安ーな点として「集団そ
のもののもつ治療カを解主主するかどうかJということが
決定的でるあると言っている。集団心理療法においては，
セラピストの理解と受谷に支えられた各メンバーが.集
団の場において人間関係の新しいあり方を発見していく
こと.また，自己の問題を集団場面においても表現し う
るようになり，集団の中から刺激や受容をうけつつ.新
しい自己を自IJりだしていくことが特徴とされる。
このように，基本的には1町人療法と同じ理論にもとづ
きながら.集団のもつ機古Eと効採を最大限に活用するこ
とをねらいとして.われわれもまた.子どものための集
(23) 
図遊戯療法を3長崎し.その過程の分折を試みてきた。本
研究でとりあげた事例は，年令も性も~なるグループで
あり、それぞれ絞雑な家庭的背景および生育史をもった
子どもたちである。セラピストの側もまた相当者 1人の
時期. 2人になった時期，新しい者が加わった時期など
変則的な対応をしている。これらの条件が治療過程にど
のような膨智をおよぼしたか.を考慮しながら，集団心
理療法の理ロ命と実際について考えていきたい。
目的
知恵遮れて1 対人関係と情緒的な問題を併せもつ 3
人の干どものー柴田遊戯療法の過程を分折し，グループ
ダイナミ ックスおよび集団遊戯療法の効果的なあり方に
ついてみ一療する。
手続きおよび方法
資料.
昭和49年4月4日-12月16日の期間.迎l回50分間.
2十25回実地した集団遊戯療法の過程の状況録音と逐語記
録.および各国の参加者の相互関係についての記録 (セ
ラピストがプレイ終了後毎回記入)を資料とする。
クライエントについて:
X……13歳 (中学1年)男児養護学校伝学知恵遅
れ 人とつながりがもちにくく遊べない.無気力である
との主訴 同執傾("J0'強い 3人兄弟の長男 脊椎そく
管症を有する。
Y ….9歳 (小学3年)男児養必学級在籍情緒障
害. 13閉的傾向があり対話ができにくいとの主訴 IQ60 
一人っ子 母はC.p後遺症で言語障~ーがある 。
z.…..9歳 (小学3年)女児普通学級花絡学業不
振 IQ58社会性末発達 返れが目立つので益護学級に
入れたL勺必ずT卜.の不安があるとの主訴 (継母) 一人
っ子
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集団の機成:
クライエント(以下 clと略す)はX，Y， Zの3名.
セラピスト(以下 thと略す)は A，s， Cの3名であ
る。各国における参加者の推移は袋一1の通りである。
表-1 メンバーについて
IlIZは都 6固から新たに参加した.それにともなって守thBが新しく加わる.
(2lthAli第14回以降都合によりプレイに番加できな〈なり，Qbserverに転向.
(31Zは第18回以降来所しな〈な勺た.
(41第18園以降. xとYのプレイが活発で，昨日のみでは対応できないので.新
たにthCが参加する.
なお，母親のグループカウンセリングを同時に実施し，カ
ウンセラーの経過報告を追加資料とした。
整理の方法:
1 .グループの中のclどうしがいかなるかかわり合い
を展開しながらセッションを重ねていったかに焦点を
あてて整理をおこなう。
2. thの理論的立場(来談者中心療法)が，実際の治
療過程の中でどのように生かされ.効果があったかを
検討する。
3. thの問題，セラピィの諸条件，親のカウンセリン
グについてなど， G roup Therapyの問題点に関して
事例を通して考察する。
結果および考察
1 .グループ・ダイナミックスについて
まずはじめに，治療過程の回を追いながら，クライエ
ント各々に焦点をあて，個々のclにとって.いったいど
の clのどのような行動が影響を及ぼしたのか，さらに
cl個人の内的変化にともなっ℃他児へのかかわり方は
どのように変化していったのかを見ていきたい。即ち，
clの変化の要因を考察するにあたって，ここでは.
G roup Therapyの過程の中でみられた clどうしのか
かわり合いを重視してみる。
1.治療過程の概要
表一1に示されるように集団の織成に変化があった時期
を区切りとして， 25回のセッションを四期に分け概要を
まとめた。
第 1期(第 1固~第5図)子ども 2人，th 1人でスタ
ートする。年令も背丈もYに比べて上位のXであるが，
セラピィ開始当初は，終始Yに気おされ気味であった。
play rOom狭しとめまぐるしく動き，大声でひとりご
とを言ったり，thに話しかける Yは， まるでこの部屋
の主人公は自分一人といった感じでふるまう。ピアノを
ひいて歌をうたう，指人形遊びをする，プラレール遊ひ戸
童
(24) 
斜ゐ
寸ー
をするなど活発なYは， fねえちゃん，ねえちゃん」と
たえず thに呼びかけ thの注意を自分の方にむけてお
きたがる。一方Xはほとんど無言で，居場所も変えず動
物玩具をいじくったり，手にした玩具を放り投げたりし
ている。 thが話しかけると「イヤJfアカン」と拒否的
な返事をするのみ。終了まぎわになると xは「もっと
居たい.泊りたいjと言い，手でもてあそんでいた動物
のミニチュア玩具を服のポケットにつめ込み，第3回目
には thの制止をきかず，持って帰るのだといって母親
の待つ counseling roomまでそのまま逃げていった。
この動物玩具を家にもって帰りたい，とし、う意欲を表現
しはじめるころからXのエネルギーも次第に外に向かつ
て表出されるようになり，thをめぐって もYと互角に張
り合うようになる。
Yは遊びがうまくいかない時なと'特に，thに傍へ来て
ほしがり.何かと手助けしてもらいたいのだが，段々 X
が強くなり ，thを占領しようとするので思うよ うにいか
ずとまどう。第 5回目 YはXの強引きにあきれるとと
もに xの急速な変化に目をみはるようになる。
第2期(第6回~第13回)新たにZが加わり，子ども
は3人になる。それにともないthも1人ふえる。 Xは新
しい人閣が一度に 2人もふえたためか，最初の回のよう
にしばらくは逮f置がちにふるまう。一方，z は緊張感な
くごく自然、に playroomにとけこみ， ままごと遊びゃ，
描画.指人形遊びなどする。 Zは他児に対しても臆せず
積極的に働きかける。
第u拐に，thをとり合うというかたちでむき合ってい
たXとYは，第2期になると，直接口げんかをするよう
になる。Xはさまざまな遊びを展開する y，Z各々の動き
に十分関心をもっており、後半にはZの遊びに刺激され
て水遊びゃ聖子球など，身体を活発に動かす遊びをはじめ
る。他児に自分の方から働きかけることはしないが，他
児が休むとすぐ他児のことを気にして thに問う。また
Xは thには直接身体攻撃を加えることが多いが，他児
に対してはもっぱら受身で，玩具を横取りされても無抵
抗である。
y，立，積極的に一緒に遊ぼうとかかわってくる Zに対
してどう対処していいかわからず最初は攻撃.拒否行動
にてら。自分の遊びを続けることに夢中で，それがうま
くいかないとヒステリックになるYでるあったカヘ Y自身
にも興味のある遊びを次々活発に Zがするのを見て.次
第に他児の遊びや動きにも注意を払うようになる。まだ
直接スムーズに他児とかかわることはできないが，自己
中心的な発言の他に他児の遊びを理解した発言(声援の
ような)もでてくる。
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ZI土、新しく参加したthBに支えられて，男児2人が，
構成していた荒々しい雰閤気に気おくれすることもなく.
最初からいろいろな遊具に関心を示し.活発に遊んだ。
彼女は thとやりとりするだけでなし他児とも一緒に
遊びたいという意欲を示し，他児に直接かかわっていき ，
また他児が thとやりとりしていると ころに自分なリに
参加していった。嫌がらせをするようにしつこく thを攻
撃するXの行動に「何でやろjと不思議がったり.thを
助けようとXを攻撃したりもする。またYの特異な言動
に驚きながらも一緒にはしゃいだり.まねをしたりして
相手と共通の場をもとうとする。
第3期(第14回~第17回)夏休みで第2期との間に約
1ヶ月間隔があく。 Xは視しんでいた thAがこの矧よ
り休んでいることと.しばらく休暇があったためか，再
びはじめの頃のようにおとなしくなる。が.間もなく勢
いをもりかえし.th Bにニヤニヤしながら攻撃をはじめ
る。この第 3期になるとY とZがぎこちないながら一緒
に遊べるようになってくる。ZはYに対し許容的でお母
さん役。 Yの方も rZちゃん.お母さんみたい」と愛着
を示す。さらに， Yは次第にXの威圧一的な行動に接して，
その強さを認めるようになり. rxくんは大きい.もう
すぐお父ちゃんになるJなどとひとりごとをいう。対抗
して負けずにやりとりはしているものの，一方で，年長
のXに一目置く Yである。
第4期{第18回~第25回)子どもたちの活発さに thB 
1人では対応しきれないので新たに thCが参加するこ
とになる。ところがZが来所しなくなり，実質的には2
対 2とclとthの数は同数になる。Xも今度は新しいth
Cにすぐ慣れ，thにもYにも力強いことばを投げる。積
極的に自分からYのことばをまねて茶化してみたりする。
Xが野球遊びにカを入れだす。その熱心さにYがつり込
まれ，自分の遊びをやめてXに交替を求め.野球をしだ
す。 Xは口ではYを罵倒するが，自分が野球遊びをして
いる時は別の遊びをしているYにボールがあたらないよ
う園切書、するなど思いやりがある。またYの体当り的な遊
具の横取りや攻撃行動には反撃しない。 Yの方も初期の
頃のようにXの相手をする thを一方的に自分の方にと
りかえそうとするのでなく .自分はそれを見て行司や応
援役になって 2人に声援を送ったりするゆとりができる。
2.各セッションにおけるクライエント同士のかかわり
(褒-2，3，4，5，6参照)
3.各クライエントの行動像の変化について
(1)Xについて
初期， play roomて二じっとすわっていたXは，他児
の動きを見ていることが多かった。どんなふうに自分の
(25) 
気持を表現すればいいか， とまどっているようす。めに
対しても遠慮がちで，干責優的にかかわってくることの
少なL、Xであった。しかし，そんなXにとって，突拍子
もない形であるが， rねえちゃん，オ~，守イくれるかし、」
と，歌うように thにかかわろうとするYを見ることは，
thへの積極的なかかわりをもっきっかけとなったと考
えられる。(それは.初期には，Xの場合は，thへ玩具
を投げたリ thに攻撃したり， という形で表現される。)
Yが，thに「おっぱいちょうだいJというのを聞いて.
ニヤニヤ笑い，また，Zが，ままごとや，ごっこ遊びを
し，カバンをもって学校へ行くまねをしているのを見て
笑うX。はじめ，Xは， ミニチュアの動物玩具いじりや.
N)J物玩具を投げる遊びのくり返しが多かったが， play-
rQomの中でくりひろげられる他児の遊びを見たり他児
の活発な動きに.次第に誘発され動きだすようになった。
たとえば， Xが.動物玩具とは違った遊びをするきっか
けとなったのは， Zの水遊ぴにつられてであった。その
時のXは，水をおもちゃのバケツに汲んで，その水を飲
み，thにも飲むように命令するのであった。そしてさら
に.ゴミ箱に水を入れて.いっぱいにし，ピストル玩具
と.象の玩具をその中に入れた。またXが，中期以降，
毎回続けている野球遊び1;， Zが，thとの聞ではじめた
時に，交替をしてX自身も遊んだのが，きっかけである。
このように.他児の遊びは， Xが，動物玩具いじりには
飽きたが，他にすることがなく， じっとすわっている時
期に， Xの自に映っていたのである。いってみれば，そ
れは， Xの固執的な動物玩具いじりを， X自身でふっき
るきっかけとなったともいえる。
Xと他児との関係で，もうひとつ見落せない点がある。
Xの攻繁的な行動は，ほとんど thに向けられ，他児に
は，向けられていなかった。つまり，他児とのかかわり
の中て1 積極的に自己を表現するということは少ないX
であった。しかし.他児の積極的なXへの働きかけて二
消極的ではあるが，しだいに自己を表現していくように
なる。初期は， Yが， Xを非難した時に，ことばで言い
返す程度のかかわりであった。玩具を他児に取られても，
とり返すことはなく ，自己を過度に抑圧している感じで
あった。しかし， Zが，半分はXにかかわりたいという
挑発的な態度で，Xの投げたものを投げ返してみたり，
足をたたきに行ったり， Xに近ついていっては.オーバ
にー， xのもつへぴの玩具をこわがってみたり.などし
てかかわっていくと， Xは.彼なりの自己表現をするの
である。最初は. Zに対しては，何も言わず，あとで，
パンチキックを強〈蹴り，回を追うにしたがい，次には，
Zの遊んだあとの，ままごと道具を小部屋の中に投げ込
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んだり.また，小部屋のドアを足で強〈何度も蹴ったり，
へビ玩具をオーバーにふり回し，口に入れて，かんで見
せたり，間接的に.自己の強きを示すのである。それか
ら，思わず. 1度Zをたたくこともあった。そうして.
自分で [僕は強い」 と言い.thにも， 自己を意欲的 に
示すXであった。しかし，間接的に自己を示すが，thと
野球をしている時に . Y からF~ ッ トをた たかれたり ， 切
りつけられたりしても， じっ と黙っている。また.yに，
同食 Zと内聞係 (主にYからみた)
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(26) 
野球遊ぴを交番するように言われ，パットを取られるが，
野球を続けたいにもかかわらず，渡してしまう。そして，
手もちぶさたの自分を thにぶつけにく る。thの近くに
よってきて thに攻撃することで，やり場のない気持を，
伝えにくるよう に思われる。第4期以降は，yを茶化し
たり. yとthの会話に，おもしろ半分で，横やりを入れ
るこ とが多い。 thとσ澗係の中で生まれてきた自己の内
的な新しい経験を反復しつつ.X自身.思わずYに話し
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たり，またYに「何持ってると思う?Jと.なぞかけを
して当てさせようとしたり，などである。 Zのこのよう
な働きかけに対して， Y'立，最初はどう受けとっていい
か.わからず排他的にヒステリックに怒鳴るのが，精一
ぱいであったり，とまどって，まとはずれな答をするこ
ともあった.しかし.受身的に応ずるだけでなく， rお
っぱいちょうだいjとか rzちゃん，おかあさんみたい」
とつぶやき，thに向けていた甘えの気持をZにも示すよ
うになる。二人は「平行遊び」から「ごっこ遊び」がで
きるようになってくる。 Zのままごと遊びの中に，指人
形を使って入っていく。そして「ごはんを食べさせても
らうパクちゃんJを演ずる。このようにZに対して，次
第にかかわるよ うになっていく。しかし.自分の思いど
うりにいかない時もある。 Zと買物かごの取りあいにな
った時， rこらかせ，パクちゃんのカゴや返せJとI'l:る。
Zが返さないので，今度l;l:， rパクちゃんは金寝する.
もう lJとしりぞくが，またつかつかと取りにいくので
ある。その後， Y はまた，ごっこ遊びにはいっていき.
自分から，不自然な形であるが， rおつりなんぼJなど
遊びをひろげていく。 Zへの態度は， ambivalentで，
拒否的であるかと思うと，甘えていったりなどである。
そして， zとうまくかかわれない時，thの方に， JljJけを
求めにくるのである。このようにYにと って，z，立，強
い影響をもった存在であったといえるだろう o Zが欠席
するようになってからのYには， zほどではないが， X
とのかかわりが見られるようになる。 thとXの聞で行な
われる玩具を使ったかかわりを「すもう」と見たて，自
分は，プラレールで遊びながら，雛れた所から，行司と
して，声をかけるだけではあるが，thとXの遊びに興
味をもっている。見ていないようでも.どちらが勝った
かを正裕に雷うあたりでは， Yの関心の深きが，うかが
えるのである。またXに対して， rがんばれ.だんなj
「がんばれ， Xくんjと声援も送る。後期.thとXカ聖子
球をしていた時，やりたくてたまらないYは，最初.th 
BとthCの交替を言いつける。そして，次には「忍者
部隊月光J(テレビ映画の主人公)と自分を称し， Xのも
つパットと.thの持つポールを刀でたたきにいき. 2 
人の野球を切りくずしにかかる。そして，ついには. Y 
は「倹にも野球やらせてよ /Jと.Xに交替を命令し，
パットを取るのである。 Yと他児とのかかわりは.この
ように徐々に変化しつつあるが，まだまだ表面的な感じ
がぬぐいきれない。
初期，Xの攻撃的な行動は，他児には向けられないも
のの，騒々しい音の源であったり，乱暴な!慈じのするこ
とが多<， Yは.ヒステリ ックに. rやめろ IJと叫，..i:
重
?
ことがよくあった。しかし，後半は，Xを非難すること
がほとんどなくなる。これは一つにはY自身の内的変化
によるのかもしれない。また他児に対して，関接的にで
はあるが，自分の強いことを示すXに対して. rXくん，
もうすぐ父ちゃんになる」などとつぶやく Yであったが，
XI;t，一方で与Yの同一化の対象となっていったとも考え
られる。
本児は，情緒の安定とともに，学業にも力が入るよう
になり，科目別に原学級に参加して授業をうけているの
だが，その数や時間が次第にふえてもそれに適応してい
けるようになった。
(3) Zについて
へピ玩具をもっているXを見て.オーバーにこわがっ
て逃げてみたり. Yに玩具を渡しにいったり.他児に興
味をもち.積極的にかかわっていこうとするZであった。
thに攻撃的なかかわりをするXや. rおっぱいちょう
だいJとthに甘えの気持をことばで表現しているYを
みて， rわからん，なんでかな」とつぶやいたり.時間
になっても退室しないXに. r婦らなかったら，終れへ
んよね/Jとthに曾いながら.自分もひきこまれて遊
んでいたり，他児の多様な動きに対して，自分の思った
ことを臆することなし言ったり，行動したりする。そ
して，他児に，違和感をもちながらも，遠慮なく他児に
かかわっていこうとする。他児のplayroomの中での特
異な行動や，thへのかかわり方を見て，それを理解し
ようとしたり感じとろうとしたり.評価を加えたりする
意欲がある。図と共にZ自身もしだいに.自分なりにpl-
ay roomを使おうとするようになる。最初は，ひとりで
ままごと遊びをしたり、玩具そのものに興味がいっぱい
のZであったが.thに万で切りつけにきて.thと積極
的にかかわり.thに受け入れられようとするよ うに
なる。また，ままごと遊びから，赤ちゃん人形を抱いて，
母親となったり.ゴミ箱に水を入れる.ウルトラマン人
形を砂にうずめてお墓をつくる，落し穴を掘るなど.単
に「遊ぶjという形にとらわれない.Z自身の内的世界
を表明しているような.象徴的な行動が見られるように
なる。一方.他児との関係の中では.自分から，ある役
割をもって援するのが.Zの特徴でわった。その役剣は，
相手によ って変わっていた。 Yとの関係の中では，ごっ
こ遊びの中て二 「私.おかあさんよdと，母親役となり，
Yの指人形にごはんを与えたり，買物に出かけていった
り.赤ちゃんにミルクを飲ませるなど，忙しく動きまわ
る母親を演じていた。そして. Yの自己中心的なZへの
要求を受け入れ，官午容的な態度で接していた。 Xとの関
係では. r良い子Jの役を演じる。 Xの一見，はみ出し
(28) 
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たような行動をいましめ，Xが thに攻撃的になると，
「ダメよ.惑いことしたらJと，仮面ライダー(テレビ
映画に出てくる怪人)のヘルメ ットをかぶって止めにい
ったり， Xが，いたずらをするとやり返す Zである。
反面，Xが野球でポールを上手に打つのを見て， rワー
すごい」と喜んだりする。このように， z は.他児との
関係の中での役割を生かして，様々な自己表現をしてい
たと言える e 最後に， zが第18回以降中断したことにつ
いて考えてみたい。来談時の母親の訴えの大きな点は，
学業の遅れが目立つので，養護学級に入れたいというこ
とであった。しかし，父親や母親に次第にその意、識がな
くなリ， rそんなこと，言いましたかねJと忘れている
ほどで，一つには当初の問題が気にならなくなったため
と推測できる。X児やY児を知ることで，それまで一方
的にZ児のあり様を重大視していた両親の，子どもに対
する見方がかわったともいえる。また，普通学級の友人
の聞で，赤ちゃん扱いされていたZ児が.このグループ
の中でのびのびとふるまうことによって， 日常の友人関
係を作りなおすことができ， play roomと決別し新た
に再出発していった結果とも考えられる。しかし ，th 
から見ると，終結というよりは，clがこれから大きな
仕事に取り組むところであったという感が強し休憩と
いう感じもしないではない。
4.まとめ
以上， 集団遊戯療法の過程におけるX，Y， Z 3児の
具体的な姿について要約し，その変化について述べてき
た。他児への働きかけが比較的多かったZのような cl
Ii..グループの活動力を促進し，他児に与える効果的な
影響も大きいといえる。自問的な傾向をもっYは，グル
ープに参加したことで.thにのみ向けていた関心を他
児と thとの関係，ひいては他児の動きへと向けるよう
になった。 また， Xは攻撃的な行動が多かったが，これ
はもっぱら thに向けられており，他児に直接客はなか
った。さらにXは，YやZに比し年長で¥恩泰期の子ど
もであるが.そのために一層倍加されていると恩われる
恥らいや照れる態度が， グループの中の他のメンバーの
卒直な言動に按することで緩和されていたと恩われる。
年令の相違よりも精神発達の面で¥同程度であった 3児
のグループ構成が効を奏したのであろう。きて， X， Y 
は男児，Z は女児という男女混合グループであった点に
ついては.クライエント同士のかかわり方にあらわれて
いるように，女児であるZの遊びにYが興味をもって参
加したり，野球などの活動的な遊びlこZ自身，積極的に
参加したり Zが活発であったせいもあり特に問題はな
かったと思われる。
(29) 
I.治療理蛤の検討と若干の問題
この墳においては，主として therapistのよって立つ
理論的立場一一来談者中心療法が，グループのメンバー
の成長に貨献し得たかどうか，集団療法の特質として諸
家が指摘する事柄がわれわれの事例ではどうであったか
を，具体例を引用しつつ検討したい。また，本事例を通
して GroupTherapyに関する若干の問題について考
祭してみたい。
1.廿噌rapistの立織と治療効果
Axlineは八つの基本原理を掲げているが.われわれ
はその中から，その特色がよくあらわれていると息われ
るものを以下の四項目にまとめ， 各々について本事例の
実際と照らしあわせて検討を試みた。
(1) 1"ラポートの確立，および自由な雰囲気Jをめざす
ことについて
Axlineは次のように述べている。「いろいろな方法
で反応する子達が他にいるということは，ラポートを高
めるのに有利である。先に余計に表現しがちな子が動い
ている問，はにかみやの子は，場面の安定きをためして
みる!~j r自分遠の表現していることが，thに難なく受
け入れられるのを見て…ほかの子が thのおおらかさを
みごとに処理しているのを見て，自分の活動への勇気を
わかし，表現の自由がだんだん広げられていくように思
えぬ また， Ginot(71 は， r他の子供達の存在が緊
張を柔らげ，活動や，参加を誘い，容易に治療家を信頼
しはじめるdと述べている。
Yがしきりに.thに.プラレー ルつなぎを手伝うように雷
う。 thは.時々 ，じっとしているXの傍にもいき.玩具の動
かし1iなどの説明をする。 Yは.何度も thを呼ぴょせる.や
がて今度liXの方が，綾初は遺憾がちだが.玩具の小片を役
げる方法で.自分の方にも thを向かせようと.楠鍾的になリ
はじめる.
y rねえちゃんJと，thにおんぶされにくる.zは.それ
を見て.~初1;1. rかわ、、ぃj やがて， rおりろ，おリろ，
ずるいぞ.zもしてもらうJとth何万にやって〈る。
clとあたたかい税密な関係を作りあげるよう，各々
の thは， ことばをしゃべらぬ子，動作の少ない子にも
注意を怠らず，cl一人一人に対して.適宜ことばや態
度を吟味しつつ働きかけていった。 こうした thの努力と
ともに，他の子どもと thとの関係を自のあたりに見た
clたちは，比較的容易に，おそらくは個人療法を試み
た場合よりも一層早<thたちと信頼関係を確立し得た
といえる。 therapyの場の自由さを味わい，各々独自
の方法で自分の気持を自由に表現しはじめた clたちは.
日常生活場面では見られぬエネルギーを発縛するように
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なった。
次に， therapyの過程の中で，新しく体験した自己を，
clは，めだけでなく，グループの中の他の clとの関係
でも，ためすようになる。
感情表現が豊富になったXは，野球をしながらも.ことば
が口をついてでる。それにともなって.Xから.yを相手に
(ことばの上であるが)働きかけが見られる。 thとY町会話
をことごとく後ろについていて.まねてみたり.yを茶化す
など.
Ginott は?}これを現実検証の機会てあるとし.r治療的
雰箇気のもつ安全きの中て1 子ども達は，まともに正直
に他の人と，面と向かうことができ，他人との問に.情
緒的親密きを経験することができるJと言っている。
このように，thがこころカ汁ナる CIとのおおらかな人
間関係の確立は，特にグループの場合効果的であると思
われる。それは同時に， 2人以外の人間関係にも拡がり，
かっ深まっていく。 CIたちは therapyの場において一
層確実に表現の自由さを味わい，それと共に新しい自己，
新しい人間関係を創ることができた。
(2) r受容，および感情の認知と反射Jをこころがける
ことについて
Axl ine(4) 1;1:，声の調子とか，応答の公平な配分を考慮す
ることが， Group Therapyの場合，clに， 自分は十分
受け入れられているということを感じさせるために重要
であると説いている。本事例の場合，特に第 1期，thを
めぐってXとYが対立した時など，thのなし得ることは，
できるだけどの clに対しでも心を配り，各人の感情を
的確に把握することであった。それは thの身体表現 (cl
の遊びに参加することなど)には限界があっても.clの感
情の動きにはめが十分共感しているのだということを cl
にわからせるのに役立った。さらに，このことは，cl自
身が自分の感情の動きを認知し，それを積極的に展開さ
せていくことにもつながっていったと考えられる内
Yは thに甘えたい時.傍に来てもらいたい時， しきリに.rね
えちゃん.ねえちゃんjを連発する o rおっぱいちょうだいJ
とも震う.回を重ねるとともに.yは 「ねえちゃん.ハーイJ
と一人二役を演じ.鼻唄のようにそう言って一人で遊ぶこと
ができるようになる。
Group Therapyの場合は， またほかの子が参加する
ことによって，個人の therapyでは表現できないような
感情を clが出すことがある。Axline 1;1:;5) rグループ
ダイナミックスは，ある子どもと，ほかの子どもたちと
の関係における問題点を集点にもってくることがあるd
と言っている。 clの感情体験場面において，thが，cl
の表現している気持を了解し，共感するならば，clは，
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他児との関係の中でも自己への洞察が得られるだろう。
Ginottは.この点について1;1 r集団の経験は，考え方
や.感じ方の相互の刺激が.深い洞察を表面にもち来た
すのに力があるJと述べている。
y rZちゃん.おっぱいちょフどいよJy rZちゃん.赤
ちゃんにおっぱいのました lオの時.Jとひと りごと。 th
ry (んは.Zちゃんが好きなんやねJy rZちゃんお母
さんみた、、JZ rだってね私.お母さんだもんJy rZち
ゃん買物にいけやJZは買物かごを取ってきて買物にいく 。
cl は， r何か」になりたい気持から r何かjの役割l
をとって演ずる。そして，役割を選択してふるまうこと
により.自らの成長に役立てていくこともできるし，他
の clの演ずる役割を通して，clにとって重要な対象へ
の感情を表現することができる。thが，clの表現してい
る気持を受け入れる時，clの内に， よりいっそう新し
い経験が起こってくるように思われる。
(3) r clの先導，およびclに尊敬心をもち続けることJ
に徹する
Group Therapyにおいては，プレイの場は時を経ず
して cl同土の人間関係が 「先導Jして いくことになり
やすい。 thはclたちを見守り，主として (1 )および
( 2 )の項目に関して併わせて心を配れば良いと恩われる。
実際，本事例の場合など.cl一人一人がその個性を発
揮した遊びを展開し.独自の表現をするので，thとして
は，clを了解し受け入れることに精一杯てi先導を試み
るいとまはなかったといえる。「グ凡{プのもつ治療カj
が注目されるのは， therapyの場においては後数の人間
関係が，治療を展開させるエネルギーを必然的に内包し
ているからであろう。きて，clに尊敬心をもち続ける.
いいかえれば clを尊重する.ということについてである
が，これは clの先導にまかせるという立場の基礎になる
clの見方，人間観である。clが子どもの場合，そして特
に本事例のXのように非常に攻撃的な子どものような場
合，thはこの態度をおびやかされがちである。 Xが執働
におこなう thへの攻撃や罵倒の数々 は， Xが既に成人
に匹敵する背丈の大きい子どもであるだけに，女性の th
にと っては (thはいずれも女性である)時に脅威的で
あった。ところが，グループの中では，そのようなXの
態度に対しても臆することなく働きかける他児がおり，
他児に対しては遠慮したり優しい配慮をみせたりするX
の別の一面が見られた。本事例の場合， Xがグループの
ー貝であったこ と，および co・therapistンステムをと
り，thがもう l人の thと支え合いながらXの行動の意
味を考え，臨機応変にパト ンタッチを してXにかかわっ
ていくという方法をとったことが，結果的にはX自身に
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も転機をもたらす場介があリ効泉カ、あった。 1人の lhあ
るいは例人療法ーでは基本Di(JI!lIニ徹することが不可能かと
思われる場合であっても，グループではその利点を生か
し.危機をのりこえることがてきる場合がある。
(4) r治療的制限」をdEけることについて
「子どもの気持や態度が. こと l.fや逸ぴを過して表
現されるとき.子どもも lhもその経験を客観的に見る
ことができる………もし.育館や象徴の要素がとりのぞ
かれたならば.行為に表わしている態度や衝動は. T'ど
もにも，また lhにも受けいれられないかも知れない。
こうした状態に逮するに必要な制限が，治療を満足させ
る必須の条件としてもうけられるJ Axlineは161制限の
.¥r，義についてこのように述べている。われわれも.彼女
に従って.制限は段少限にとどめた。その一つは時聞の
制限(1セッシ ョン50分間)であり，もう一つは Play
roomの機能の停止をもたらすような精進上の破峻や玩
共の持ち帰りの制限である。 めへの身体攻繁に関して
は.本事例のXのような児童の場合.意味のある攻撃活
動 (XIまことばではうまく表現できないo X自身身体が
大きいため，lhへの身体接触がどうしても攻撃的な感
じになってしまいがち)が多いのでわれわれとしては-
iltに制限することは避け.対応する thのその時その時
の判断に依ることにした。また，最初からこれらの制限
を冗脅するのではなく.制限が必要な場合にのみう・える
ことにした。また子ども同士の聞にも攻聖書活動がみられ
ることがいくつかあったが，それは危険を感しさせるも
のではなかったので制限1;1:Jj"ltF，しなかった。
グループの特色として.子ども同士が制限し合うこと
があげられる。 Yljf正回入室時に自分で時間を決めて
「今日1;:00までJといい.その時間になると帰ろうと
する。一方Xは往々にして;Miをし.i:リ， r晩までいるJ
とも寸.各々の不合理をもう -}jの子どもが指摘.相手
を非媛するし.zもそれに加わる。おたがいにこの問題
に参加することで.子どもたちは自分と他児の違いをJ、
知した。lhへの身体攻般についても.Xに対し. f血児
が「やめろ」と制限を加えにくる。 Xはその中で自分の
立場をもう一度考えなおさざるを得なくなる。 Group
Therapyにおいては，ここでもまた絞数の人間関係と
いうことが治療的立味をも って登場してくることになる。
2. Group Therapyの問題点
(1) セラピストの問題
集団遊戯療法は単独の thが担当する場合と. 2人ある
いはそれ以上の lhがjl.当する場合がある。後者の場合，
thのチームワーク力、if(嬰となる。CIに対する共通した
理解e.lhどうしの相互王理解は治療の進展に欠かすこと
(31) 
ができないものである。複数の thが俊数の CIと被する
the rapyでは.全体の雰囲気と CI一人一人の反応を敏
感に把姪し，それらに即応できる lhの態度が要鯖され
る。lhはまた.clに対するのと問機.他の thの動きに
対しても許容的でなければならない。集団療法は.時に
よればCIの動きがバラバラで.lhが各々に綴り回される
ような場合があるが.lhとしてはそのような一貫しない
人間関係にも耐えていかねばならない。この点，clとじ
っくり取り組んで.長時閉め粘りで治療関係を展開させ
ていくのが得立なlhには集団療法1;1:不向きであるといえ
よう。集団療法のthは.場の雰囲気の中から生まれるも
のをみつめ. 集団の中から治療力が育ってくるのを f待
つjことのできるlhでなければならない.
きて.幼児のグループの場合など.1人の lhが全体を
注目し. もう 1人がグループから逸脱しがちな子どもを
注目していくという任務分担をおこなっている場合があ
るが，本事例においては，われわれは 2人の lhが参加
する場合，特に役割lを決めず.各々の Ihが臨機応変に
どの子どもにも接触していくことにしたo 2人制!の利点
としては.clの活発なエネルギーに一人の thが対応し
きれなくなった時.バトンタッチが可能なこと.複数の
CIの同時多発の働きかけが，見逃されずに thによって受
けとめられやすいことなどがあげられる.いずれにして
も. Ihの資質.lhどうしの信頼関係など，lhの問題が
集団療法の成来に大きく関係してくる。
(2) グループ締成の諸条件について
グループを嶋成するにあたっては，cIの数.性理1)，lQ， 
年令巾， 主訴.問題性の深さなどが考慮される必要があ
自語る。 一万，施設および thなど受け入れ側の条件も忘
れではならない本柄であろう。本事例の子どもの数1;:3 
名(男 2.女 1) ，年令の巾は10歳から13歳と諸家の説
よりやや広u、。子どもの数はもう 1名ふやしたいと思っ
ていたが，適当な CIがみつからなかった。しかしながら.
結果的には本事例めような年令層の子ども逮にはわれわ
れのところのplayrOOmは3名が限度であると思われた。
次に，学ilJtlI以降の子どもたちは向性ばかりの集団が
良いと GinotO. などが述べているが.本事例て'1;:女児
であるZが他の男児にこだわることなく 積極的に働きか
けていったこと，また男児の方は自己の男らしさ.強さ
を誇ったリ，母統的役割の対象としてZを見たりなと'意
味があったことを考えると，混合集団も考可穫されて良い
と恩われた。
最後に，年令の点であるが，本事#1)の場合.CIがいず
れも主訴は呉なるが知恵返れの子どもばかりであり.そ
の知的発達がほぼ同程度であったことや.年長のXが他
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のメンバーに満足していたことなど，やはり結果的には
その差は特に問題ではなかったと思われる。グループ構
成の諸条件は， therapyの展開前に考，慮、することであ
るから，実際にはその後不測の事態が生じる場合もあり
一概に規定することはむずかしい。諸条件の整備にあた
っては，従来の仮説に全面的に拘束されずに笑践してみ
ることも大切である。
(3) 親のカウンセリングについて
本事例では，子どものグループと同様1回50分間親た
ちのグループカウンセリングが平行しておこなわれた。
XとYは母親が zは両親が参加した。各人の年令は
30代から40代でその年令巾は10歳以内であった。母親の
問題意識や動機付けのレベルの違い.主訴の違いが，カ
ウンセリング場面て自の発言内容や態度のi!Ilいにあらわれ，
子どもの therapyの発展に比し，グループカウンセリ
ングはダイナミックな進展を示し得なかった。
Xの母親は知的な澗察カは後れているものの，実際には
柔軟な態度をとり難い性格であった。
彼女はグループの中ではカウンセラー的役割をとり，常
に他の親たちに気を配っていたが，そのことがまだこの
母親の態度を息苦しいものにしていたと思われる。ある
宗教の布教師としての彼女の一面が，カウンセリング場
商ても彼女の意図 (すなおな気持で自分を見つめたい)
とは逆に彼女を制し続けていたといえる。一方， Yの母
親は自らが病弱のせいもあり，来所にはあまり熱意をも
っていなかった。 Yのエネルギーにひきずられて来所し
ているといった感じが強かった。彼女は一人息子のYに
対して確固とした養育態度をと っておらず.盲愛するば
かりで親としては未熟な点が多かった。 Yに対する理解
もあいまいであり，カウンセリングの時間そのものも彼
女にと っては深い意味をもつものにはなり得なかった。
Xの母親から予どもの養育に関してさまざまな情報提供
があったが， Yの母親に効果があったかどうかは疑わし
い。次にZの母親は.来所臼が偶然に商売の休日であっ
たため，父親が車で送迎し.そのまま夫婦ともカウンセリ
ングに参加することになった。父親の参加は必ずしも毎
回ではなかったが，夫婦一緒の際は，継母である母親の
発言は少なかった。この両親が初回来所時からくり返し
述べた rzを養護学級に入れたいJという訴えは徐々に
なくなり，彼らはそういう気持をもっていたことすら忘
れるようになった。また， zの問題が他の2人に比し少
なくとも表面的にはさほど深くないこともあ り， 一家は
途中から来所しなくなった。その後，何度か連絡をとっ
たが，来所の芳、志がなくなったわけではないものの，休
日のその日を一家でのんびりと過したいという気持が強
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< ，来所を再開するには到らなかった。
本事例は.子どもの側の条件によるグルーピングが必
ずしも親のグループをも満足させるものではないことを
示していると思われる。子どもの問題をもって集まった
という点では共通であるが，親という成人グループでは
メンバーの問題意識のレベルや生活態度の差があまりに
も大きい場合，カウンセラーのカではいかんとも しがた
い障壁となるのかも知れない。もちろんカウンセラーの
力量不足ということも考慮しなければならない。親のグ
ループカウンセリングに関しては稿を改めて考察しなけ
ればならないが，いずれにしろ山松ら (1~ (7)指摘する母子
関係は，本事例の場合，ctのi主いとも関連するが，大
きく関与していたとはいえなかった。
(4) 集団療法の「期間Jについて
継ー続治療の場合， 一般的には治療期間をあらかじめ決
めておくかどうかについては議論があると恩われるが.
集団療法の場合は暫定的にせよ期間を決めておいた方が
良いというのが筆者の考えである。特に閉鎖集団の場合，
同じグループのメンバーになった者どおしがある一定の
期間は継続して週にー固なら一回，共に期間を過すのだ
という期待をもって集まることができる。本事例で';l:，
Intakeの際にこの点があいまいであったZが中断し，グ
ループ全体から見た場合損失であったといえるし，病弱
で通所困難をともなうYの母親がとにかく一年間は，と
がんばり続けたことがYにとっては幸いであった。ちな
みにXはこのグループ終了后あらたに他の子どもとグル
ープになり再スター トしている。
集団療法の場合はclどうしの関係が治療の成果にも
大きく関係してくるから， グループのメンバーが一定期
間継続してtherapyに参加するということが必要である。
cl一人一人の成長の度合には個人差があるから，会員に
最適の治療期間というものを決めることは困難であるが，
期聞の更新ということを前提にするとして，一定の治療
期間を設定することが効果的ではないかと筆者は考える。
3.まとめ
以上，われわれの経験を通じて，集団遊戯療法を効果
的におこなうための検討を進めてきた。
来談者中心療法は，集団療法に適用された場合，グル
ープ ・ダイナミ ックスが作用して独自の治療効果を発揮
する。それは本事例のc/たちが有したような情緒的な
問題や社会的適応の問題にカがあるといえる。
複数のc/と場の雰囲気に対して，敏感に即応でbきる
態度が thに要請されるが co-therapistシステムをと
り入れるなど，thの慣1の体制を整え.理論的立場に徹
する条件作りも考慮されて良し、。さらに集団療法を笑践
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するにあたっては.グループ構成に自由慮することが'1裂
であるが，治療の継続とともに予期せぬ問題も出現する
から.新たな thや clの場入，治療期間の設定，個人療
法への切り替え，例入療法の併用なと¥柔軟な対応も与
える必要があろう。
要約
m団遊戯療法の理論と実際を考察するにあたリ ， 知 .'~:
返れで，対人関係および情緒的な問題を併せもつ3人の
Fどもの25固にわたる集団遊戯療法の過程を資料とした。
分析は主としてグループ・ダイナミックスに焦点をあて
た。また.thの米議者中心療法の立場が実際の治療過程ー
の中でどのように生かされ，効果があったか，および集
団療法の問題点などを検討した。
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